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仇
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、
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入
れ
に
あ
ま
り
一
依
存
[
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
「
第

円
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の
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融
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仁
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融
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叶
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と
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ι
山
何
で
の
つ
レ
ゼ
/
ス
を

同
心
仁
い
っ
h

の
で
あ
る

ハ
ブ
ル
ペ
1
1
貯
が
崩
壊
す
る
ー
と
、

U
Aゃ
の
、
税
柊
院
は
い
i

僚
主
務
か
ら
ι
辺
地
に
撤
退
し
て
い
っ
た

〆

4

J

、

1
L
引パ

v
?し
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現
J

引
で
は
、

U
ノ
の
ム
平
融
胤
間
関
の
U
川
際
化
の
狩
吹
は
、
こ
て
も
低
く
な
っ
一
、
い
フ
一
ω

円
五
の
ん
立
融
隊
問
が
海
外
に
所
主
1
P
Q
資
佐

L 、f'l
るF街

クJ

5青
i立

地
の
先
中
一
ヨ
の
金
融
機
凶
に
バ
ザ
¥
て
沢
い
荷
一
外
の
銀
行
か
ら
日

ι
の
銀
行
へ
の
貸
山
南
も
、

き
わ
め
て
低
く
な
勺
て

こ
こ
ま
三
の
検
討
ド
よ
り
、

力
発
肢
が
非
常
に
低
い
う
も
の
に
と
L

ま
つ
一
仁
い
た
こ
と

い
木
に
お
い
℃
は
よ
中
山
町
ベ
ー
ス
の
銀
行
革

そ
し

v
t
l本
の
ヘ
l
同
筏
閣
の
出
際
化
内
有
皮
J

b

d

1

出
に
い
れ
か
〉
た
『
一
と
が
確
認
さ
れ
た
り

日

け

μ
ぷ
に
対
す
る
戸
以
人
一
一
以
危
終
の
芯
饗
一

次
L

円
、
開
堺
金
融
危
郎
防
が
円
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に

7
xた
影
町
世
!
と
、

日
本
の
山
古
体
経
済
に
均
一
、
え
ん
以
響
に
つ
い
て
険
記
す
る

)
r山

機
は
川
口
つ
の
段
階
を
い
幹
一
九
件
一
院
し
た
第

一J
U
O
七
去
八
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
大

T
銀
行
日

N
Y
パ
リ
パ
傘
下
の
ミ
ユ

i

九
刀
へ
ふ
判
中
品
、

1
1
(
 

イ
ナ
ム
ザ
/
凡

7

ノフ/、/一日ヘ

と
た
長
ー
た

F
E
パ
¥
ザ
ブ
プ
プ

f
i
住
宅
プ
ー
ン
同
也
が
照
↑

jtし
ゃ
一
時
的
で
あ
る

d

お
二
段
階
ば

ハ
〉
〈
ハ
)
八
ホ
ル
H
月
に
ド

J
i
マ
ン
・
プ
フ
ヂ
ズ

ムデr

引
間
巾
場
で
危
燃
が
世
界
的
仁
叫
が
っ
た
時
拐
で
も

J
F
1
2比
R

土

y
j
Fれソ

μ
r
欧
同

y
t

。
。
九
年
春
に
か
け
て
、
ぷ
融
シ
ス
ア
ム
危
機
に
よ
り
実
体
経
治
が
急
設
に
悪
化

L
f
叫町

¥
l
J
1
¥
ド
w
ヘ
ド
フ

/
l

、
〈
ノ
L

玉
J
i
ν

別
で
あ
る
ご
第
川
技
隙
は

ヘ
ノ
一
年
春
以
降
、
ら
日
市
債
務
危
機
J
M
広
が
っ
た
昨
期
で
あ
る
一

、J

第
一
段
階
u

パ
H
d
パ
・
シ
ョ
ッ
ウ

パ
リ
パ
。
ン
コ

y
ク
に
よ
ハ
て
、

ア
バ
ソ
カ
の
サ
ゾ
ブ

J
J
ム
生
v
f

口

l
ン
問
題
が
採
刻
な
昨
日
ハ
だ
と
い
う
こ
と
が
引
り
か
に
な
っ

た
れ
し
か
し
ハ
本
で
は
、

ト
ペ
ノ
ブ
↑
ブ
イ
ム
住
f

f

n

l

ン
勾
岡
市
は
対
f
b
円
の
火
事
と
み
な
さ
れ
て
い
た
実
作
経
治
は
、

ア
メ
リ
カ
と
巾
ド

へ
の
峨
出
が
訂
薪
J
7

ふ
た
め
成
長
を
付
け
て
い
た

L
、
円
本
山
金
構
機
関
心
、

ア
メ
リ
カ
や

q
l
口

J

パ
の
金
融
機
関
と
以
遠
い
、
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。

プ
ラ
イ
ム
休
亡
口
7

ン
問
主
の
公
一
畑
作
社
品
を
あ
ま
り
品
川
ム
十
い
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
は
〉
明
夫
を
絞
ら
な
か
つ
で
か
ら
ご
あ
乙
)

シ
ご
ろ
が

々
じ
「
部
L
と
い
っ
た
こ
れ
は
海
外
の
投
'
丘
中
か
が
円
六
企
業
の
い
択
式
会
川
却
L
7に
め
L

ごい
h
f
h

U 
卒;
/九

れ
ィ
、
い
吋
h
v
o

一
九
九
ひ
年
代
長
干
対
日
比
、
海
外
投
資
家
は
戸
本
企
業
の
挟
式
を
白
人
主
に
晴
一
人
し
て
い
る
。

F
本
の
株

h

入
ー
市
場
い
お
け
る

海
外
校
資
家
の
校
式
保
有
半
は

だ
が
年
々
川
唱
え
続
け

半
ノ
?
九
ム
汀
「
皮
は
約

A

ヘv
v
m
紅
度
で
あ
〉
れ
一

、
。
六
年
収
に
は
一
心
一
%

近
く
に
迷
L
h
J
n

ロ
い
木
の
家
=
一
日
の
十
八
半
は
資
産
年
末
J

朽
の
子
殺
と

L
ご
、
け
ス
ク
の
あ
る
株
式
上
り
も
安
ん
な
銀
行
制
主
を
選
択

f
i
-
-

一
%
に
と
ど
ま

J

一古川、

L
て
お
り

ひ
じ
八
年
度
の
同
人
投
資
fE
の
株
式
保
円
午
は

銀
行
と
〈
什
業
は
、
依
然
と
し
て
海
外
投

資
家
よ
り
も
太

E
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
は
持
ち
合
い
株
式
で
あ

~
J

て
、
そ
う
し
た
株
式
を
完
民
[
仁
、
っ
ー
は
じ
な

い
そ
れ
ゆ
え

九
九
ひ
ん
T
i
代
絞
干
以
砕
、

日
小
の
株
式
市
場
引
は
外
同
人
投
資
家
が
、

γ

じ
た
る
口
い

T
e
売
り
手
と
な
っ
て
お
り
、
株

f

山
を
t

九
七
オ
る
も
十
什
に
な
っ

f
パ
ぜ
る

?〕
1
p
u
な
が
円
、
海
外
投
資
家
の
株
ト
人
保
有
棋
は

二
り
(
ハ
)
八
性
皮
に
は

(
ハ
)
円
七
年
度
に
は

七
六
%
、

ー
ハ
叫
し
y

沢
下

ν

、
」
れ
は
ア
メ
リ
刀
の
株
式
市
場
で
似
失
を
絞
ハ
た
列
川
人
投
資
米
が
、
そ
の
パ
埋
め
の
た
め
、

円
ド
食
品
v
て
の
株
式
を
売
却
〆

ナ
〕
ム
戸
J

コペ、
1
5山
7
Q
C

3
1

代
将
渋
が
拡
大
会
続
け
て
い
F

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

川
T
A

の
株
価
は
ト
拾
し
始

二
ひ
一
心
ハ

rt秋
以
降
、

む
え
に
、

J

こ
〉
子
ぅ
、
J

}

y
p
f
g
v
J
Z
 

I1上保守、問l止i後三 1I古

第
二
段
階
u

リ
i
マ
ン
・
シ
「

4
4

ツ
ウ

ロ
い
木
で
は
、
リ
!
?
ン
・
/
一
ブ
ザ

l
ス
の
山
川
判
官
破
杭
も
対
止
の
た
J
ず
と
戸
ノ
ら
れ
し
い
た
ハ
与
謝
野
円
洋
経
治
対
政
政
策
姐
当
大
件
は
、

日
木
の
金
組
終
河
川
J

柑
む
こ
1
y
i

は
な
い
、
と
発
一
育
l
一
て
い

円
木
経
済
に
は
峰
が
刺
し
七
山
H
t
U
の
w
M
T
L
小
な
く
、

う
謝
野
の
=
川
っ
た
返
り
、

ほ
と
ル
ど
の
主
融
機
関
の
倒
務
状
討
は
h
E
ム工寸、

日
本
の
仏
軍
敬
三
人
テ
ム
は
さ
疋

L
て
い
た
=
こ
の
時
限
、
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丹
十
九
の
九
ム
綿
際
関
は
、
相
次
い
で

γ
メ
リ
カ
や
イ
ギ
日
ス
の
主
融
機
関
に
川
貨
を
行

7f

つ
の
一
ヘ
年
一
月
に

み
よ
す
ほ
コ

ロ
シ
、
ト
銀
行
が
メ
1

ノ
バ
リ
ン
チ
じ
出
資

L
、

つ
つ
八
年
」
月
に
、
一
心
引
友
銀
行
が
じ
ハ
ー
ヶ
レ
ィ
へ
の
出
資
を
沈
め
た
っ

一、
J 
ヘ

ぺ
午
九
月
に
は

一
五
交
じ

F
ャ
ザ
ィ
ヂ
土
が
コ
ル
ガ
、
/
・
ス
タ
ノ
レ

i
に
九
ヘ
〉
一
伶
一
ド
ル
の
訓
告
ハ
ラ
マ
九
七
い

の

-

対

Jγ

記
右

ν
た

J

河

月
、
野
村
ド

l
ル
γ

r

J

グ
エ
は
、
続
、
d
u
絞
綻

L
と
，
マ
/
・
ブ
一
ゾ
ザ
ズ
カ
了
、
ン
ア
?
人
平
洋
、
ョ
口

y
パ
、
小
東
，
品
川
を
川
買
収

し
た

u

l
本
の
ヘ
l
同
筏
閣
の
対
務
状
況
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
余
裕
が
あ
っ
た

U

ー
本
力
金
融
機
関
は
、
サ
ブ
フ
ラ
ノ
ム
注

r
f
u
l
ン
明

速
の
剖
い
お
化
凶
口
出
だ
け
ご
な
く
、

そ
の
似
の
一
訓
吋
r
化
+
閉
じ
臨
む
あ
ま
れ
所
有
し
て
は
い
な
カ
コ
た
の
ぜ
、
大
き
な
指
去
を
彼
ら
ず
に
川
ん

だ
の
♂
あ
る
し

第
一
一
一
段
議
日
世
界
経
済
危
機

円
本
の
銀
ノ
勺
」
ク

hy--
リ
川
市
山
川
汁
金
制
危
険
か
、
勺
は
品
」
ま
り
川
町
山
揮
を
交
げ
な
か
っ
た

け
れ
と
も
実
仏
Fl
同
は
、
深
刻
な
タ
メ

J
ン本一

受
け
た
へ
川
氏
の
I
八
十
は

。
円
に
な
っ
て
初
め
て
、

日
本
に
と

J

二
、
危
機
が
ど
れ
況
と
深
刻
な
も
の
か
を
山
部
品
す
る
こ

「
J
「
J

、
?

(

(

1

J

J

i

 

一
二
一
丈
九
一
二

ご

f

Y

2

v

f

第

い
一
枝
川
が
H
B
J

市
附
し
た

円
十
一
九
企
業
の
校
式
場
一

河
川
外
投
資
家
が
、

u
w金
融
危
機
で
被
つ
九
J

損
失
の
川
め
合
わ
せ
の
た
め
に
、

大
言
に
売
却
し
た

L

か
ら
で
あ
る
つ

t
に
論
じ
た
送
り
、

ー
本
企
業
の
扶
何
は
海
外
投
資
家
の
立
向
に
;
ヘ
う
く
依
存
〕
、
い
る
た
め
、
ド

本
の
ん
で
人
占
場
で
は
、

ア
メ
j
カ
や
イ
ギ
l
ノ
ス
の
扶
?
川
市
場
よ
り
も
急
激
な
供
似
の

ム
点
イ
憾
の
生
江
川
、

人
奴
一
仁
の
財
務
状
況
に
深
刻
な
影
科
会
も
た
ら
す
。
株
式
持
ち
合
い
の
た
め
、
人
目
駅
↑
に
は
莫
大
な
巴
阜
の
件
式
を
戸
川

有
し
て
お
り
、
人
ぞ
の
株
仰
の
総
額
は
尚
己
資
半
議
を
ど
阿
る
は
ど
で
あ
る

f

こ
こ
で
院
予
史
を
振
り
返
る
と
、

九
八
心
サ
代
ん
後
半
幻
薄
、

ア
メ
リ
カ
や
内
ヨ
!
日
ソ
パ

ι
Eは
、
銀
〆
付
へ
の
口
己
資
木
比
率
制
献
の
九
了
入
を
扶
J
q
ゐ
J
う
に
な
/
J
F

そ
れ
に
対

L
U
4
吹
府
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は
、
銀
行
が
侃
右
す
る
株
式
の
〆
み
品
子

μ
己
資
ト
ム
ー
に
今
一
j
A
F
T
L
こ
を
民
求
1
ν

、

一
九
八
一
パ
年
じ
令
指
に
遣
し
み
/
B
γ
5
規
制

ノ、

X
}
1
ν
1
1
♂
 

斗

J
]
、
と
は
、
最
十
人
司
]
五
対
ま
で
悟
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
K
J

こ
こ
れ
に
合
リ
、
株
式
を
ト
八
円
誌
に
保
有
す
る
円
十
一
九
円
銀
行
が
、

リ

己
山
口
大
芯
求
人
%
以
上
手
前
た
す

一
戸
い
叫
ん
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

L
与
が
ら
、
こ
の
せ
い
で
、

て
落
ず
る
p
f
」
己
資

本比十…
T

が
伐
で
し
、
F
A
I
吟
状
況
が
古

L
く
な
る
と
い
う
い
い
μ
能
-
に
泊
る
:
と
い
な
っ
た
っ

二
ハ
ピ
ゾ

l
l
p
」

ιφ

4

1

h

k

 

ハノパ
U

六
年
九
月
末
王
一
じ
ト

訴
し
い
パ

l
ゼ
ル

め
、
二
(
己
目
司
九
円
未
ま
で
に
|
|
悦
ト

延
期
支
れ
る
が
|
|
銀
行
K
d
保
刊
す
九
州
株
式
の
松
殺
人
化
、
資
本
金
、

で
快
成
さ
れ
る
つ
ア
資
本
の
総
額
以
に
山
制
限
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
た

こ
の
た
め
、
銀
行
は
保
有
す
る
株
式
を
完
却
し
、

そ
の
株
式
は
、
ー
と
し
て
f

外
ド
人
投
資
家
に
よ
っ
て
は
町
人
さ
れ

た
の
一
で
め
る

し白
n
y
e

しれ一
ι

れが
v

、り、

銀
行
は
依
然
と
し
て
莫
大
な
平
山
村
ち
~

U
株
式
を
市
有
し
て
じ
る
つ

株
引
の
下
落
は
銀
行
ゼ
ク

そ
札
ゆ
え
、

一

-
J
t
l

令、

コ
J 

ン
ヤ

)レ

ーて

ノて

み

読

し
し

t宅

金
を
住
h 

([う

、
し、
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多
ー
の
則
務
次
川
川
仁

λ
き
な
也
打
尚
一
州
引
を
も
た
ら
す

v

そ
つ
な
ふ
と
銀
行
は
戸
己
資
本
比
ヨ
縫
計
れ
の
た
め
、

貸
出
ん
が
を
減
ら
オ
こ
と
に
な

第
一
に
、
八
L

尖
は
八
三
淵
巾
場
か
っ
直
接
資
金
会
伯
h
ノ↓人れい
F

ゼ
L

/

一九
J

、
詳
し
く
な
っ
だ

r

り
v

ア
〆
・
プ
ラ

T
T
?〈
は
川
氏
済
さ
札
ず
に

債
務
不
足
/
引
を
h

起
こ
1

ナ
だ
め

-
F
ス
ケ
長
昨
今
司
淀
す
る

F
)に
な

J

た
か
ら
で
あ
る
つ
行
人
か
で
は
九
r

バ
γ叶
れ
段
半

II上保守、問l止i後三 1I古

企
業
金
問
仁
閉
し
て
は
主
惚
の
片
削
化
が
進
λ
、
大
企
業
は
持
式
や
引
債
や
発
わ
い
す
る
二
こ
で
、
心
均
カ
ら
資
金
を
也
味
、
集

品、ー、

消
dhL

ひ
ら
-C年
代
に
は
大
企
業
の
太
t
ーが、

め
始
め
た
。

り
J
ι
i
R
H

l

j

j

l

 

ン
ハ
ノ
八
庁
十
本
に
は
、
限
界
的
な
人
介
主
で
一
一

F

旬
、
市
川
崎
か
ら
資
金
を
庄
一
校
長
約
て
く
る

F

」
と
が
で
さ
な
く
な
っ

と
こ
ろ
が

ι字、

む
企
雫
は
資
八
ム
繰
h

け
を
つ
け
る
た
め
、

銀
行
へ
の
訟
去
の
申
し
込
み
に
殺
卦

L
た
の
こ
れ
を
去
げ
て
銀

h
は
、
大
企
業
へ
の
貸
し
山
し

J

乞
幅
一
よ
れ
ず

中
小
託
業
へ
の
貸
し
山
し
ゃ
渋
る
よ
う
に
な
っ
た
の
寸
あ
と

h 
P 



第
一
て
に
、
崎
山
川
が
よ
一
流

L
た

つ
の
理
山
…
が
あ
る
三
め
一

に
、
主
界
金
融
危
機
が
甘

特
に
ア
メ
リ
カ
一
」
の
一
百

-
こ

i

k
i
l
l
 

高
官
を
急
事
に
減
少
さ
せ
ナ
か
ら
で
あ

2

ぬ
c

第
に
、
円
デ
ド
ル
ヤ
ユ
ー
ロ
に
対
し
亡
、
主
役
に
!
回
折
し
た
か
ら
で
あ
る
一

u
ぶ
の
浪
わ

セ
ク
タ
ー
は
、

キL
J-

同
校

t汗
成

毛じ

1前

官、
拠

ナ与

にf

イ
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ア
メ
リ
カ
や
三

1
ロ
リ
ノ
パ
の
叙
/
「
セ
ク
タ
ー
に
H
Y
ベ
ピ
健
ん
で
あ
っ
た
た
ペ
ヲ
ス
ム
マ
を
刈
遅

ν
ょ
う
♂
ノ
た
投
資
J

水

ナー

《よ

円
を
い
買
っ
允
と
見
ら
れ
れ
J

ま
た
、
低
金
利
の
円
チ
借
り
て
海
外
で
投
資
す
る
ふ
ヤ

j
l
a
ト

ト
ル
点
、
ユ
円
を
完
り
、

レ

ー

ト

が
γ

八
3
ノ
ゾ
ん
似
し
た
こ
と

ち
が
制
札
て
の
投
資
企
引
さ
一
げ
て
、
借
り
て
川
た
円
を
返
し
た
こ
と
も
、

つ土〉れノ、

円
一
同
に
つ
な
が
っ
た
。
念
浪
士
門
占
川
は
、

U
半
力
、
り
の
輸
出
品
の
缶
格
を
H

J

“
政
ト
引
き
?
一
げ
、

へ命川
F凶
rトい川川
止

4年
i
T
i
斗』引U
b
F
Jゴ}:、、
T〈
j

械
出
の
急
減
は
、
災
体
何
引
司
を
急
速
に
些
化
さ
せ
た

η

に
し
た
宗
勅
り
は
、

亡、
)
C
r
T
代
中
盤
以
降
、
ロ
-A
肢
に
わ
た
る
れ
所
沢
ハ
札
か
り
の
回

J

仮
を
可
誠

一
日
門

}一丁と

L
C
愉
出
円
相
ー
ん
だ
っ
た

ω
で
あ
り
、
崎
山
川
に
北
川
有
す
る
レ
仁
三
つ
が
ん
弐
い
日
本
経
沼
レ
と
っ
て
、
陥
山
の

告
減
が
も
た
ら
す
ぷ
響
い
甚
大
で
あ
勺
た

J

刊
界
全
引
川
氏
機
絞
り

U
本
の
絞
済
成
戸
以
ふ
古
川
、

金
融
、
J

ス一
γ

ム
ゐ
終
に
泊
。
て
し
た
ア
メ

リ
カ
山
門
付
済
以
ιRMγ

よ
り
も
急
械
に
也
ー
し
て
し
」
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
払

J

虫
剤
、
深
刻
な
不
況
を
h
p
μ
m
m
y
二
、
い
る

υ

政
府
じ
r

ヰ
ぶ
銀
行
は

こ
の
河
叶
済
危
機
に
ん
、
六
財
政
え
山
川
の
飢
十
八
や
八

J

品
川
の
さ
ら
な
る
緩
和
L
J
Y
、

v

一
日
引
々
な
政
策
ヌ
応
を
と
っ

第
四
段
階
日
政
府
債
務
危
機

二

O
G
-
-
刊
点
以
淳
、

ギ
j

シ
ャ
の
政
司
H
m
t惜
h
M
時
間
日
叫
ん
涼
刻
化
L
、

J 

Yレ
τr 
/ 

ド

ル

カ
jレ

。
一
(
け
い
ヰ
ム
五
月
い
は

ヘ
イ
J

レ
ー
い
っ
た
他
の
コ
一
口
ツ
パ
諸
川
へ
と
政
吋
漬
務
危
機
は
拡
大

L
た
u

し
か
し
円
本
で
は
、
政
持
資
料

v

危
機
は
起
き
な
:
か
っ
た

U

，、l

¥ノ

ヘい々
ーの持ぃ円い

rc

MVυ

ト
達
し

刻
政
赤
字
は
じ
っ

r比
で
人
・
。
出
と
な
っ

日
本
の
川
氏
出
川
悟
、
持
は

C
3
p
止
で

七八九

、、、
γ

ヴ一一サ
r
i

去し佐江一主ワ主十]戸(父
h
1
1
4
J
v
r
ι
1
U
U

トと、

L

d

?

i

ー

し

l
J
1
1
f
L
?
I
P
J
〈

心一
f
u

年
の
け
吋
占
で

U
4
の
匡
債
給
付
け
は
、

よ
リ
シ
ャ
キ
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
は
高 ス



い
も
の
の
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ス
ペ
イ
ン
レ
一
円
、
!
し
(
ム
い
低
く
な
っ
と
い

J
:
r
l
J

な
が
に
り
、

円
況
の
国
債
は
山
坊
で

イ
タ
リ
ア
、

購
入
さ
れ
絞
け
、

lu
期
金
利
は
倍
欣
一
~
ん
λ
4
L
て
い
る

J

新
組
川
流
行
の
一
つ
21
粉
河
債
の
金
引
は
、

。
一
コ
年
夏
の
円
七
日
…
で
は
一
%

士
渦
に
迅
玄
な
か
っ
た

な
ぜ
い
本
て
は
政
宥
債
務
危
機
が
発
ヨ
し
な
い
カ
で
あ
ろ
、
っ
か
。

般
坊
に
は
い
本
の
川
門
誌
の
十
八
一
千
が
国
司
投
丘
、
家
に
よ
っ
て
購

人
v

ご
れ
、
保
有
さ
れ
ご
い
る
か
ら
だ
t
t

言
わ
れ
て
い
る
の

ザ
i

今一ーにいハノ{卜
j

ト!日ド、

j
j
J
C
F
P
l
j
F
 

じ
十
小
の

M2刊
の
海
外
一
叫
七
比
詑
は

J 

カ
ー
ヘ
'
川
%
に
一
日
目
ぎ
な
し

枠内い

U
本
て
は
、
郵
税
「
司
マ
佳
品
め
ら
れ
る
郵
便
貯
令
と
簡
易
保
的

J

の
資
主
に
、
戸
伎
が
L

人
口
早
に
仲
納
入
さ
れ
て
い
る

η

郵
便
貯
た
ど
尚

H
叫

umへ
川
に
は
政
府
伝
「
討
が
、
ノ
い
て
い
ム
々
の
で
、
そ
の
在
只
品
川
は
討
も
リ
ス
ク
の
小
さ
レ
交
定
資
烹
で
あ
白
河
本
巨
債

ι
向
け
ら
れ
一
に
き
た

の
で
あ
る
コ

部
政
事
業
は

ハU
O
七
伝
一
(
ハ
)
円
に
い
冗
官
ヒ
さ
れ
た

現
L

ご
ー
よ
り
政
府
が
リ
ヰ
郵
状
株
式
会
社
内
h'
一T
株
式
を
侃
有

い
か
な
が
ら
、

リ
T
A
I

お
険
株
式
ム
ぶ
ネ
i

、
株
式
会
牡
ゅ
う
ち
ょ
銀
行
、

J 
Jν 

命
保
険
の
ふ
ア
株
式
を
保
有

三
い
7
1
U

年
四
月
に
成
す
し
た
説
孜
氏
骨
化
改
1
次
で
は
、

株
式
会
社
ゆ
っ
ち
ょ
銀
行
こ
株
式
会
仕
か
4
げ
μ

一
命
保
険
の
林

。

L
L

人
に
i

一つい
J

L

、
そ
の
〈
L
Uれ
を
杭
~
分
す
2
h

州
一
、
ど
を
け
い
い
指
1

1

1
仕
の

ュ
↑
{
パ
祉
作
レ
汁
ー
ピ
ス
砕
阪
の
責
務
の
一
忠
行
へ
の
け
ル

I1上保守、問l止i後三 1I古

MM世
を
勘
案

υ

つ
つ
、
で
き
る
限
U

る
干
)
ピ
と
さ
れ
て
い
る

斗ま
b
h
~

、
い
木
都
政
株
式
会
刈
の
一
枝
式
に
つ
い
と
?
げ
川
、

の
今
分
の
お
を
保
有
し
杭
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
残
り
い
つ
い
て
は
、

e) 

-

4

月
に
成

JUL
た
「
虫

巨
木
ー
丈
震
災
一
カ
ふ
り
の
復
興
の
た
わ
の
減
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
誌
な
対
泌
の
椛
A
ネ
ド
刻
す
る
特
別
清
若
山

じ
よ
h

政
列
は
復
断
ハ

作
恨
の
償
還
資
刷
の
財
源
を
確
保
す
る
h
f

め、

μ
+郡
山
社
陣
式
会
初
の
は
什
営
状
州
、
収
益
の
見
屈
し
品
、
の
仰
の
半
情
を
勘
案
し
つ
つ
処
一
句

の
ノ
日
ト
り
力
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
い
ぶ
づ
い
て
、
で
き
る
限
り
判
較
に
処
分
す
る
4
と
と
さ
れ
て
い
る

レ
」
ふ
い
h
u
w

、ぇ

u本
郵
政
や
叩

オコ
ーヲ

政
府
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う
ち
ょ
銀
/
山
口
、

r'ν
ぽ
と
命
保
険
の
株
式
九
J

、
}
つ
川
ん
い
却
ザ
ベ
「
れ
る
の
か
は
、

44r
ー
で
は
明
ら
か
で
な
い

国
民
の
犬
山
ー
は
依
炉
、
ど
し

亡
、
必
便
貯
会
ど
什
ナ
河
川
引
保
険
は
攻
市
し
か
保
訂

L
と
い
る
1

〆
号
、
え

C
お
リ
、
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
資
会
の
人
中
十
は
辺
街
購
入
に
向
け
ら
れ

、
ぃ
フ
匂
っ

ゅ
う
ち
ょ
銀
/
小
だ
け
で
は
必
ノ
¥
仙
の
銀
行
も
、
英
べ
な
i
z

一
の
凶
也
、
を
J

征
代
し
て
い
る
大
の
水
1
u
は
、
株
弐
の
よ
う
な
ハ
イ
a

ス
ク

ハノ

e

リ
タ
ー
ン
の
t
f
…献山一円、世いよりも

ロ
l
・
リ
夕
、
〆
の
銀
行
部
八
?
?
邸
前
同
貯
令
を
好
ん
で
い
る
u

二

ロ

e

づ
ス
ク

の
ι

円
一
め
、
銀
行
に
は
共
ー
ん
な
H

互
の
日
ハ
ム
が
集
ま
っ
て
く
ゐ
の
だ
が
、
銀
行
も
、
そ
の
沼
令
の

に

l土

川
ス
ク
の
向
い
巾
小

企
業
へ
の
岬
融
資
や
、

パ
ノ
A

・
リ
タ
ー
ン
め
金
構
l

同
「
昨
よ
り
も

U
1
・
リ
ス
ク

日

1
・り
h
v
'
l
ン
の
金
融
資
一
世
一

、r
i

;

、ノ

ノ

ノ

1

/

ノ
J

J
q

な
わ
九
日
本
同
僚
を
い
昨
ん
一
じ
い
る
…
と
し
う
の
も
銀
行
は
、
パ
ブ
ル
崩
壊
絞
い
じ
い
資
本
比
?
?
初
制
を
ク
汁
ア

rる
の
に
た
い
へ

J

ハ

fI
し
F
ん

る
の
で
、
白
門
〕
資
本
比
宗
志
向
く
す
る
た
め
に
、
リ
ス
ク
の
沢
、
:
台
、
干
を
日
出
も
の
で
め
る

そ
1

引
ゅ
、
ぇ
、

リ
本
阿
倍
の
ほ
し
y

ん
L
Y

は
凶
川
内
E

山
崎
ご
事
へ
き
れ
、
保
有
さ
れ
て
お
り
、

l
本
で
は
政
府
債
務
危
機
が
い
巴
え
る
一
戸
一
は

な
か
}
主
/
一
」

第
一
辛

な
ぜ
円
本
で
は

1

市
場
、
へ

l
ス
の
銀
行
業
」
が
念
展
し
去
か
っ
た
の
か

こ
こ
ま
で
世
界
金
融
危
機
が

l
本
の
金
殿
、
ン
ス
一
ノ
一
に
う
え
た
彩
抑
け
が
、

ロレ

λ

の
日
丈
休
符
済
一
ド
与
え
た
同
組
口

γ
つ
い
て
筒
討
に
兄
仁

さ
と
。

U
本
の
銀
行
は
、
出
入
…
世
人
羊
を
多
く
集
め
ぐ
お
り
示
場
件
記
ヘ
ヤ
ヘ
灯
依
存
度
が
民
く
、

h

へ
そ
の
資
金
の
大
半
は
企
長
へ
の

↓
品
代
や

l
本
内
伎
の
休
明
人
に
向
け
L

円
れ
て
お
り
、

h
u内
問
凋
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
比
重
が
小
さ
か
〉
た

す
な
わ
ち

戸
い
本
で
は
市
場
ベ

l

ス
の
叙
行
業
が
あ
ま
り
充
侵
し
て
い
な
治
っ
た
七
】
均
一
、
銀
行
セ
ク
タ
ー
は
川
他
界
全
一
融
危
機
か
一
り
あ
ま
り
桜
怯
引
を
受
け
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
c

そ
れ
で
は
、
な
ぜ

U
本
で
は
一
市
場
4
!
?
人
的
銀
行
業
」
が
発
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
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一
一
一
つ
の
見
方

こ
の
こ
=
に
つ
い
て
〆
J

え
る
、
勺
え
で

ル
炉
支
隆
文
の
一
日
一
見
事
が
参
考
に
な

ひ
っ
七
年

L

叫
ん
ら
二
ハ
¥
つ
九
可
ま

Thu聴
は

じ
本
の
主
一
限
機
閣
の
長
夫
九
九
J

欧
米
に
ニ
ベ
ご
村
械
で
あ
っ
一
た
の
は
な
ぜ

ル
リ
ブ
フ
ソ
イ
品
・
ロ
ー
ン
削

E
H寸
に
悶

ν

と

カ
レ
い
、
つ
ぷ
論
に
は
、
以
ミ
の
一
つ
の
兄
打
、
う
あ
る
と
し
て
い
る
。

主再

に
、
い
い
い
本
の
h

↓
枇
楼
問
が
ノ
ノ
ベ

l
シ
汗
ン
に
川
源
的
な
た
め
、

医
界
の
令
一
臥
…
技
術
の
進
展
に
市
川
れ
を
取
〉
て
い
た
二
と
を
強

調
ι
9
る
児
バ

J

が
あ
る
。
証
券
化
や
お
刷
デ
ワ
パ
一
ア
/
ゾ
メ
と
い
っ
た
新

L
H
金
融
校
体
叩
を
活
用
し
た
と
ン
、
不
人
へ
の

U
不
の
企
叫
ー
佼
湾

の
参
入
は
、

山附十
J

金
械
危
怜
が
深
h

引
化
し
た
呼
較
に
は
、
ま
パ
f

小
気
な
飢
視
で
の
取
り
糾

欧
米
の
へ
融
機
関
に
比
べ
て
辿
れ
て
台
り
、

み
ド
レ
一
と
と
っ
て
し
た
っ
た
だ
佐
藤
ー
い
、

日
本
の
へ
J

戦
機
関
の

イ
ノ
ベ

1
シ
一
シ
へ
の
川
和
性
ど
け
で
は

出
れ

の
ほ
囚
と
し
亡

な
¥
仏
く
安
定
的
な
間
人
日
以
主
の
ベ
ー
ス
を
有
し
γ
お
り
、
市
場
性
話
会
へ
の
依
存
度
が
伎
し
こ
と
、
r

巾
鴻
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
い
比
べ

い
み
貸
ビ
ジ
ネ
ス
の
ウ
日
一

f
k
が
向
い
一
、
?
と
、

mm期
的
利
祉
の
仙
人
化
へ
強
く
動
機
付
け
る
報
酬
仏
r九
が

故
吃
ご
、
し
な
い
こ
と
と

、令、】一、

ν

r

J

 

υ不
の
ん
松
コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
慨
も
大
き
い
と
〕
て
い
る
こ
の
見
方
は
、

リ
ー
?
の
銀
行
が
一
+
山
埼
パ
ー
ス
の
鋲
汁

実
」

へ

ハ
て
い
た
こ
こ
を
手
加
配
し
て
い
る
も
の
戸
こ
一
什
え
f

伽つ
r

情
尚
一
い

世
界
で
一
計
μ
千
代
ピ
ン
永
ス
が
広
士

7
に

ひ
っ
コ
年
代
，
出
i
す
か
ら
わ
盤
以

u大
で
の
銀
行
が
ア
小
一
只
債
佐
川
口
同
L
f
L
一
め
て
い

I1上保守、問l止i後三 1I古

た
吋
別
で
あ
り
、
主
必
運
営
の
慢
す
〕
順
吹
が
収
益
性
の
向
ト

t
り
も
医
務
の
此
叫
ん
性
の
向
上
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
松
詞
す

る
見
刀
が
あ
る
o

p

〕
の
た
め
円
本
内
金
削
除
測
は
、
以
議
力
強
化
の
た
め
い
叫
焼
ゾ
、
ン
ネ
ス
に
以
り
新
む
↓
し
し
て
も
、

-u為
一
の
依
入
品
工
往

J
b
市
制
肉
付
一
戸
る
を
ぬ
寸
ず
、
放
水
の
'
需
拡
機
胡
の

t
う
な
um
剥
な
ソ
ス
カ
ノ
ア
イ
々
が

h
わ
れ
ム
ザ
こ
と
は
な
か
て
た
と
い
、
つ
の
で
あ
る

U

パ
フ
ル
刷
壊
後
の
が
い
良
市
権
門
部
竿
へ
の
取
り
組
み
の
過
程
C

日
本
の
令
十
…
則
的
悦
潟
の
リ
ス

L

ウ
ノ
ザ
挫
の
品
質
が
向
し
た

第ー一一に

と
や
」
強
出
、
す
る
円
山
方
が
あ
と

九
九
¥
ノ
午
代
よ
か
ら
二
ハ
ノ
亡
、
)
ノ
i
代
前
半
に
か
け
て
、

r介
ぺ
古
乞
H
1
4
疋
や

wt却
引
ψ
!
の
主
舟
f

が、

よ
り
信
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朝
刊
の
晶
い
も
の
と

L
ミ
椛
す
さ
れ
、
平
ィ
ス
ク
口
、
二
、
の
枠
組
み
行
J
J
R
f
備
さ
れ
る
戸
一
三
J

、
合
融
機
関
の
検
在
・
佐
佐
い
の
長

効
性
い
か
司
士
一
J

た、

う
し
た
ほ
や
・
川
市
民
巴
の
強
化
に
伴
い

日
比
川
川
金
融
除
問
の
川
閉
じ
お
い
と
も
マ
ス
ク
世
直
が
民
的
に
向

1
1
J人
J

と

苦
え
ら
れ
る
ど
い
う
の
て
あ
る
つ

ル十
v
I
印刷は

こ
う
し
た
=
つ
の
見
刀
は

い
ず
れ
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
議
じ
て
い
る
ロ
こ
の

7
と
ベ
弔
二
と
弟
一
の
灯
心
は
、

中
九
械
的
に
は
パ
ァ
ル
財
団
伎
役
の
金
限
危
機
に
一
町
内
が
あ
る
と
い
う
も
の
ど
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
ぞ
れ
い
対
し
治

J
-
j
t
b
l
h
 

d
J
/
七

円
木
の
全
域
シ
ス
テ
ム
円

に
昧
同
が
あ
る
と
考
え
て
い
ゐ
ょ
う
ず
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
を
の
」
つ
な
特
徴
を
生
じ

3
せ
た
机
4
一一伊

回
以
何
な
り
て
あ
ろ
、
っ
か

叶
人

1
1
1

、

1
 

日
本
の
山
融
シ
ス
テ
ム
の
出
七
を
長
り
一
返

F
J
E怜
討
し
て
い
く
こ
と

ニ
つ
の
巽
者
晶
制
度
類
裂
の
共
存

J

ま
寸
v
、

斗
本
山
引
金
融
シ
ス
テ
ム
は
鋲
七
小
、
一
一
で
あ
る
こ
と
し
y

、
金
細
引

i
ピ
ス
の
業
主
対
制
が
長
期
に
わ
た
日
継
続
3

1

れ
て
え
介
、
)

と
を
強
川
刊

d

て
お
か
な
け

ιば
な
ら
な
い
υ

り
の
異
な
る
制
市
局
私
立
が
共
行
ゴ
、
き
た
こ
と
が
重
点
必
だ
か
り
で
あ
ア
心
、

-
v

川μ

ノ
パ
出
刊
の
日
に
は
、
銀
行
…

lu
の
金
融
シ
ス
ア
ム
ご
あ
り
な
が
ら
「
同
局
ベ
7

ス
の
銀
行
楽

て
い
る
村
も
あ

る
そ
れ
は
、
そ
ろ

L
ナ
ヨ
勺
は
ム
可
一
柳
ル
リ
ヲ
ド
三
ハ
一
世
一
究
官
販
制
が
緩
や
か
だ
か
ら
で
あ
る

そ
う
l

b

寸
で
は

非
常
い
説
模
の
た
き

い
銀
行
が
同
長
銀
行
と
投
資
以
行
そ
号
、
い
し
ど
お
り

戸
い
わ
ゆ
る
「
ム

パ
ー
サ
ル
‘
ベ
ン
ク
)
、
証
券
市
均
か
会
畏
〕
ど
い
て
、
日
松

ノ
れ
は
市
場
べ

l
ス
」
の
資
金

E
生
め
と
い
る

ノJ

宍
二
二
ー
年
に
刊
一
定
さ
れ
九
六

!t
什
刊
に

zt汁
免
れ
た
ザ
一
ノ
ス
・
ス
一
ナ
ノ

l
ガ
ル
法
の
た
よ
句
、
広
間

γ
わ
た
れ
金
献
庁

l
ピ

又
の
日
米
か
区
制
れ
が
維
持
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も

ベ
ス
山
川
町
山
「
れ
は
木
一

:
!
?
ミ
;
一
r

ふ
μ
7ヘゾ
hvパ
す
?
し

F

ア
メ
り
カ
は
市
場
ぃ
ヘ
ス

の
金
融
ン
サ
八
テ
ム
を
引
っ
匡
マ
、
ロ
ト
大
投
資
銀
ノ
打
が
完
成
し
、
同
州
々
な
ん
ム
融
尚
同
じ
枇
接
販
売
し
て
い
る
古
ら
で
め
る

f
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こ
れ
に
討
し
戦
伎
の

R
点
ず
は
、

銀
行
心
か
つ
河
川
故
金
融
…
心
の
九
一
融
~
ン
ス
ア
ム
が
/
ら
れ
た
)
厳
し
い
士
融
規
制
一
い
〕
ホ
リ
株
式

十
社
債
の
九
グ
打
が
禁
と
ら
れ
た
p

め、

ほ
と
九
九
二
の
八
γ
繋
が
銀
行
間
資
に
依
存
l
J

た
U

討
本
立
川
坊
は
党
M
U

せ
ず
、

祉
以
北
り
市
場
九
J

未
発
達

で
あ
っ
た
た
め
、

へ
の
判
〈
や
杭
〈
肋

ν

千
二
一
め
、
山
本
!
川
資
~
庄
の
ほ
7

ん
ど
が
銀
ノ
f
円相ム
b

の
形
て
市
川

FECれ
る
こ
ど
い

な

情
人
の
株
式
一
山
川
行
は
現
ら
れ
h
J

も
の
で
し
か
な
か
っ
「

企
業
川
灯
供
弐
持
ち
ハ
ロ
い
の
た
め

し
扶
式
取
引
は
低
斗
だ
っ
た
。
面
白
"

す
る
に

l
本
の
ι

隊
、
ン
ス
一
r
ノ
ム
の
科
僚
は
、

ご
、
良
川
川
的
じ
μ
i
り
1

げ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

議
後
の
令
飢
/
什
改
の

l
七
る
円
前
は
、
銀
行
中
心
の
全
地
シ
ス
-
ア
ム
の
{
丸
山
止
を
維
持
す
る
こ
と
ず
あ
つ
れ
J

O

令
訟
の
倹
配
・
U
Z訂
作

限
を
有
し
て
い
た
1

八
民
在
仏
、
最
も
桜
山
け
い
H
B
諜
が
花
ぽ
凡
な
令
融
機
限
で
も
絞
り
日
政
討
し
な
い
J
う
、
八
ム
融
決
照
の
問
ご
の
競
h

引
を
帯
以

J
q

る
多
く
の
規
制
を
↑
え
品
い
し
た
…
そ
う
し
そ
初
制
の
ひ
と
コ
に
、
銀
行
楽
と
詐
券
業
の
分
析
が
め
勺
わ
ん

税
争
ル
ρ

一
制
限
し
、

波
宮
芸
盤
の
弱
い
金
融
紋
時
間
が
叫
綜
し
な

v
よ
ろ
に
保
設
す
る
、
大
煎
告
の
金
融
臥
民
自
の
お
り
ん
以

誠
一
時
一
古
川

方
式
」
し
y

呼
ば
れ
る

v

こ
の
議
六
一
船
凶
ん
式
は
、

九
九
ハ
U
Q
H
ま
で
緋
続
三
、
札
る

P

一
の
よ
う
な
張
力
な
税
争
制
限
利
制
が
と

ら
れ
た
こ
と
で
、

円
卒
の
か
τ
融
機
山
同
日
常
心
は
巨
僚
的
な
も
の

F
な
り
、

「
ノ
ベ

J
ン
ヨ
ン
に
法
悦
的
に
な
っ
た
と
考
え
る
と
が
で
告

る
r

ま
た
、
銀
行
と

の
分

J

伊
規
制
に
よ
り
、
商
業
銀
行
の
市
リ
分
業
務
へ
の
番
人
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
て
、
ヨ
ロ

J

パ
諸
刊
の
ヱ

一
川
、
汁
ル
a

パ
シ
ク
め
で
つ
い
、
銀
ノ
わ
が
川
…
ゆ
ベ
ス
の
銀
行
(
古
市

を抗日川悦べ〔
C

片
い
る
こ
と
は
ご
さ
な
か
っ
た

J

l

m

J

J

な
が
ら

7

I1上保守、問l止i後三 1I古

え
1
ノ
カ
で
は
、
銀
行
と
一
J

訓
告J

の
分
離
北
判
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
資
叙
行
が
「

H
場
ベ

i
ス
の
銀
ノ
f
長
一
ゃ
れ
一
一
民
さ
せ
た
こ
ー
人
T

で
ァ

え
]
ノ
カ
内
投
資
銀
行
ド
あ
た
る
の
は
、
可
l
r
かん
h

引
刊
で
あ
人
匂
っ
け
れ
J
y
v
b
u
i併
と
は
、

ア
メ
1
ノカ

2
は
追
い
、

人
夜
中
制
い
に
よ
り
古
河
出
に

銀
行
小
心
の
企
舷
シ
ス

7
hが
形
成
さ
れ
、
証
券
zp
ぬ
が
末
発
注
な
も
の
に
と
と
め
わ
れ
た
の
て
、
銀
ノ
イ
に
た
九
て
正
券
会
社
の

基
盤
は
政
弱
な
も
の
に
と
と
ま
っ
た
。
ご
の
た
め
日
本
の
一
1
1
券
会
社
は
、

一
バ
川
町
ト
わ
た
へ
て
株
式
・
公
判
債
の
仲
介
業
務
に
と
ど
ま
り
、

新
し
い
川
収
入
A

銀
行
系
街
へ
近
出
ず
る
能
川
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
c
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つ
ま
け
、
卜
人
山
々
つ
の
ド
刑
務
主
主
融
規
制
が
、

H
ト
ム
ド
に
お
い
て

1

訂
場
ベ
?
ス
の
銀
行
業
が
発
展
l
v
h
?
か
っ

の
出
町
一
一
刈
一
よ
め
る

一
て
つ
に
思
わ
れ
る

徐
々
じ
で
は
あ
る
が
ん
斗
敵
視
引
の
絞
刊
は
進
ん
だ

-
J
A
r
l
v

、

uf九
じ
お
し
て
も
一
九
?
〕
ぺ
U
P
U
J

代
絞
以
降
、

宇
一
明
、
、
予
)

一
で
は
結
論
会
呉
が
ず
に
、
も
う
少

L
岡
山
~
を
冶
う
ァ
ヤ
と
に
す
る
〉

自
由
化
が
選
ん
だ
分
野
と
遅
れ
た
分
野

点
以
求
者
一
忙
し
い
同
校
に

九
七
ハ
)
可
代
投
半
幻
珪
、

日
木
で
も
金
紘
一

μ由
化
が
進
ん
だ

f

し
か
し
な
が
ら
t

人
蔵
官
刊
は

凶
時
期
に
ノ
川

川
正
な
金
融
同
川
化
シ
一
進
め
た
ア
メ
リ
カ
や
J

よ
り
へ
と
比
べ
て
、

ゆ
っ
く
り
一
と
し
た
ペ
ー
ス
で
金
融

μ由
化
を
逆
め
た
ο

ま
と
、

て
の
分
一
刀
戸
、
金
融
じ
由
化
計
v

注
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、

な
か
な
か

H
由
化
が
進
ま
な
い
分
野
も
め
勺
わ
ん

企
業
主
継
に
関
し
て
い
、

円
由
化
は
ス
ム
ー
ズ
に
注
》
山
だ

の
枯
来
、
よ
企
業
は
打
債
や
株
式
の
玲
行
L

よ
り
資
金
主
集
め
ら
れ

る
よ
、
つ
に
な
り
、
銀
行
は
貸
出
先
を
丈
う
ご
と
に
な
ハ
-
b

八
ヘ
ま
た
、
金
利
司
制
の
一
様
和
に
よ
れ
、
品
企
利
の
ぷ
波
利
い
定
期

J

上
九
必
へ
仁

D

)

M

J

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
ワ
た
行
め
、
士

f
る
け
叫
ー
な
湾
で
あ
っ
た
刊
さ
や
も
制
小
J

J

人
「
一
こ
の
ピ
ジ
ス
ス
ぶ
九
段
の
変
化
に
宮
市
〆

三
、
六
日
十
の
れ

j

…
川
銀
行
刷
、
長
期
信
日
銀
r

つ
は
尚
三
?
ロ

J

ノ
パ
の
工
ニ
パ
?
サ
ル
-
パ
ン
ク
を
そ
デ
ル

y
L
、

こ
N
K一リ

J
f
h
R
1
j

fy
よ

i
l
!
:

〕か

γぽ
M
h
J
A
Lり

円
お
じ
の
祉
存
業
務
へ
の
沼
山
は
曲
、
い
れ
す
る
「
銀
行

f
j
k
u
の
分
離
か
長
期
刈
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

一
九
九
一
年
ー
に
な
、
て
よ
う
や
く
、
銀
/
わ
が
訊
券
子
夫
社
会
必
立
す
る
と
い

7
形
式
で
祉
存
業
務
に
進
山
で
き
る
よ
、
つ
い
な

3

た
。
だ

が
、
こ
の
時
て
さ
え
銀
↓
む
の
祉
雰

f
A抗
日
引
に
は
、

副
丘
町
楽
叫
坊
の

認
し
か
ノ
イ
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
円
だ

な
ぜ
業
態
規
制
は
ス
ム
ー
ズ
に
綬
相
さ
れ
な
カ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
こ
れ
ト
は
以
下
の

一
つ
の
理
由
が
考
さ
り
れ
る
。
応
い

証
券
会
社
と
信
託
銀
/
引
が
、
白
川
ら
の
業
務
分
野
に
都
ー
巾
銀
れ
が
参
入
し
て
4¥
る
こ
と
い
い
判
〈
反
刈
し
た
か
ん
で
あ
る

η

止
み
九
九
付
や
信 ~ 

L 
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f
E
1
1ぷ

一
一
ロ
ヨ
ノ
イ
!

企
来
こ
も
川
子
宮
主
関
係
を
お
一
ソ
川
川
町
山
銀
行
が
心
ふ
り
入

J

て
く
れ
ば
、
校
舎

4

に
敗
れ
乙
y

寺、↓んた

に
怖
く
、

の
で
あ
る
ご
州
市
仁
、
大
蕊
省
は
今
…
間
叶
江
化
に

の
ほ
で
競
争
す
い
U
J

滋
1

〕
く
な
れ
ば
、

経
常
奴
引
ド
陥
る
へ
ム
蝕
機
川
川

ir山川

、
く
る
L

'

厄
旧
い
し
れ
か
ら
で
あ
る
。
め
一
に
、

J
J司
省
以
内
山
行
業
務
/
一
証
券
主
務
の
利
益
約
一
氏
を
野
山
念

L
L
い
た
か
ら
で
あ
る
υ

ドヘル叫

省
は
什
い

銀
わ
が
符
合
併
山
に
陥
つ
弁
企
叶
末
、
小
ら
融
資
を
判
収
す
る
た
め
い

そ
の
企
業
い
川
口
誌
や
仏
品
川

h

一人会式汁
/hd
」せ

'ω
の
じ
は
な
い

か
と
広
V
L
人
J

し
て
い
と
川

こ
の
第
一
の
朝
刊
由
カ
り
、

に
上
っ
て
瓶
民
的
に
金
肱
一
村
由
化
れ

J

九
九
ハ
リ
ル
十
代
末
に
「
口
い
本
版
い
一
Y

ク
パ
/

道
め
ら
れ
た
持
で
さ
え
も
、
銀
行
と
主
み
r
丁
公
判
と
の
問
の
ブ
ア
イ
ヤ

l
-
ウ
ォ
ル
は
依
然

t
し
て
維
持
さ
れ
か
一

銀
刊
は
政
山
川
の
規
配
に
よ
り
、

日
内
山
場
旬
、
は
一
出
品
川
ペ
ピ
、
v

ネ
ス
に
参
人
寸
き
な
か
コ
た
〈

去
、
一
九
ヘ
「
一
年
代
に
入
る
l
¥

が
十
が
り
が
め
た
そ

P

」
で
銀
行
は
絞
尚
一
す
る
上
う
に
、
不
動
芹
杭
資
乞
刈
ι

に
な
収
益
源
と
す
る
こ
レ
に
し
た
地
制
高
放
の
お
か
げ

で
、
知
行
は
伝
絹
的
な
銀
行
ー
業
務
ト
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
で
あ
る

i主

L

l

汁
E

山
限
切
で
資
金
を
民
め
る

l
本
的
人
公
柴
が
明
、
え
て
え
丈
た
め
、

司
本
の
銀
行
L
Y

一
枝
分
公
打
は
と
ほ
列
業
務
に
進
山

ν
一、

、、
ι

ス

ν

r

J

 

コ
ー
ロ
川
場
で
は
業
ん
ぜ
い
仙
刀
剣
川
祉
制
は
な
か
〆
犬
。

一
凡
仁
(
ハ
)
ノ
「
代
前

?
L
は、

十
八
銀
行
の
ほ
と
ん
ど
が

川
内
川
域
と
沿
い

ど
エ
?
?
合
引
の
投
資
銀
行
を
設
ド
す
る
か
、
も
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
の
投
資
銀
行
/
合
弁
企
楽
を
設
止
し
て
、

ユ
げ
い
山
場
で

日
本
ヘ
L
w
茶
が
い
ん
干
約
一
千
公
C
L
F
る
際
の
ソ
ヨ
~

J

ン
ジ
Lケ
ト
到
一
L

M
判
わ
リ
始
め
九
J

つ

日
大
の
註
引
佐
久
ロ
ホ
は
、

こ
っ

L
た
銀
行
の
行
動
が
銀

I1上保守、問l止i後三 1I古

行
、
さ
剖
専
の
け
離
仁
'
h
A

叫
宇
る
う
ど
批
刊

ν
て
い

戸
p
八
幻
件
以
/
土
は
海
外
説
法
を
畏
珂
芦
μ
丸
、
布
一
川
河
市
場
で
投
資
銀
行
業
務
を
始
め
ど

ゐ九、円リパ
i
L
L
h
v
p
d
o

;

v

J

J

 

へ
一
同
一
白
山
化
が
徐
々
に
民
一
人
だ
も
の
の

銀
行
と
証
訟
の
分
隊
規
制
は
依
枕
4

と
し
て
孜
存

こ
の
よ
う
に

六
七
の
作
作
、
を

1Nμ
峰

脱
却
M
Y
及
ば
な
ハ
向
札
市
場
ご
は
、

J

、
υ丈一
T
J

、

1

L

F

よ

1
3
1
)叫ん

市
渇
ベ

l
一
人
の
銀
行
業
一

円
卓
り
出
す
の
九
件
妨
げ
て
い
た

f

し
か
し
、

d
f
i
r命
日

X

5
/イ
ー

す

資
銀
打
判
長
務
に
長
り
山
し
て
レ
た
の
で
あ
る
c

丸山
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パ
ブ
ル
藤
議

A

九一八
O
P
J
1
f
h
r
は
パ
ブ
ル

る~~~，

ま
ず

〈
仏
士
会
一
削
仁
田
川
す
る
説
剥
緩
和
が

決
制
パ
ブ
パ
に
つ
レ
占
見

C
お
、
ぅ

主
人
だ
こ
と
で
、

一
ー
九
人
口
年
代
に
な
る
と
企
主
の

ブ
ー
ム
ヒ
4

3

た〉

い
わ
ゆ
る
オ
テ
ク
ヴ

i
ム

yjv的
ヲ
ハ
叩

来、

t
え
〉
;
叫
ド
長
止
一
ム
J

A

¥

/

、

lzヰ
づ
/

V

判
ず

?
l
;
J

山
町
恒
は
[
昇
呑
一
間
引
け
た
っ
決
悩
の
[
昇
い
主
打

J

、
企
業
は
株
式
や
転
投
打
焼
、

ワ
ラ
/
ト
協
を
発
ノ
小

す
る
こ

2
で
、
品
呉
氏
な
た
れ
令
守
長
め
ら
れ
る
よ
、
つ
に
な
っ
た
n

て
の
た
め
、
性
式
市
場
・
債
引
が
市
場
が
ー
述

株
似
が
昇
し
た
こ
と
で
、
り
に
竜
電
公
判
の
「
ム
リ
百
化
に
よ
り
発

M
L七刊一
I
T
の
林
組
が
主
昇
し
れ
J

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
株
を

売
す
、
し
た
こ
と
日
少
な
か
っ
た
円
高
の
人
々
の
闘
で
も

刻
一
ア
ク
ヴ

l
M

が
広
が
っ
た
、
こ
れ
ま
で
株
式
投
資
に
関
心
を
村
だ
な

か
コ
一
た
け
は
本
の
不
刊
の
問

C

株
式
所
有
が
話
人
し
た
の
?
あ
る

一
、
、

γ
2
1
い

川
明
何
パ
ブ
ル
ド
一
つ

U
て
見
て
ぷ
こ
λ
3
3

の
池
出
が
門
外
し
拾
め
た

JL 
I、

4コ
〉

二
一
札
工
;
し
1

金
融
の
同

伏
~
J

レレ一」卜
J

h

l

J

勺

I
R
I
-
-

の
公
融
機
関
が
京
!
日
に
進
川
、

J

午
、
く
る
た
め
、
東
示
で
寸
ノ
ィ
ス
ビ
ル
カ
不
足
す
る
と
さ
え
ら
れ
た
こ
と
が
え
っ
か

げ
で
あ
〉
だ
ん

貸
出
:
j
を
失
い
、
利
ど
や
会
減
7

ー
し
て
い
た
銀
行
は
、
地
価
の
同
市
ノ
を
完
工
、
品
い
以
μ
じ
が
仔
ア
れ
る
と
4
7
J
去、

小
動
産
融
資
を
増

干
し
b

c

戦
絞
め
は
4

J

f

、
は
、
第
一
次

jh
油
仇
機
の
恵
比
年
内
九
」
週
咋
を
除
レ
て
料
価
は
↓
「
九
九
J

つ人
J

一
、
止
が
な
か
っ
子
た
め
、
「
ぬ

仕
上
「
川
伸
品

れ
よ
ね
り
、
終
/
「
は
、
的
い
け
ず
が
上
泊
を
川
出
況
に

L
3、
ズ
す
れ
ば
般
人
口
を
打
っ
と

r

レ
か
も
こ
の
時
期
は
、

均
価
が
上
司
し
続
け
て
い
た
た
約
一
、
銀
/
れ
は
、
山
川
仙
が
~
吐
い
す
る
1
ノ
ス
ク
一
一
を
考
志
す
ム
で
よ
な
く
、
十
黒
人
な
パ
偵
の
f
h

お
時
融
公
立
を
竹
つ

7九

さ
ら
に
九
八

J

九
午
九
月
の
ブ
↑
ブ
ザ
九
百
U
以
在
、

れ
全
利
氏
策
が
支
問
問
に
わ
た
〉

Y

お
れ
た
ο

プ
フ
市
九
三
思
と
は
、
先
迫
力
力

民
が
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
h
j
を
減

7
3
て
」
を
目
的
と
し
、

i

ル
に
対

L
C
他
の
通
貨
を
川
引

3

げ
る
た
め
い
ハ
向
ご
為
替
介
人
を
行
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う
こ
と
で
什
主
に
ー
こ
こ
ず
あ
る

r

こ
れ
に
よ
り
円
が
上
昇

L
、
口
立
の
=
一
以
気
は
悪
化
し
み
J

C

と
い
、
ぺ
一
り
も

UTA
終
涜
の
戎
l
めは

メ
リ
カ
へ
の
均
川
仁
ぶ
る
と
こ
ろ
が
た
き
か
コ
F

か
ら
で
あ
る
一
、

γ

メ
汁

J

刀
成
材
は
ま
た
、

日
本
攻
府
-L
内
出
一
内
拡
大
を
要
求
〕
絞
け
た
〉

為
持
1
1
卜
の
調
時
だ
け
で
は
貿
易
京
み
街
は
解
決
ろ
れ
な
い
と
話
え
て
い
た
か
h

で
あ
る
。
そ
こ
で

I
K千
円
以
し
は
、
金
引
を
討
中
主
、

「
手
y

l
h
f
-
q
!
t
 

刀
に
は
公
定
事
介
を
当
防
と
し
て
は
き
わ
め
て
ほ
い

-
4
1
い
し
た
口

一
九
八
六
年
半
ば
い
は
京
気
は

U

六
八
ド
午

復
し
た
に
ち
カ
ー
か
や
り
ず

一
九
八
!
?
汁
h
刀
ま
で
利
!
十
月
け
は

11わ
れ
な
か
J

た
U

こ
の
た
め
、
株
式
と
不
致
産
へ
の
投
機
は
泊

i
L、

叶
ブ
ル
が
内
山
町
パ
ー
し
た
の
ご
あ
る

ハ
/
ル
い
い
什
併
の
時
限
に
弘
、

u本
の
山
山
〆
付
は
海
外
業
務
省
比
四
称
舵
に
拡
大

L
Lだ
特
じ
貸
出
品
唱
は
叩
の
弘
六
日
mv
忠
告
ご
あ
っ
と

u

市
場
一
で
い
間
同
収
掃
を
松
ぎ
、
件
以
、
十
八
な
資
金
を
低
公
利
一
℃
貸
し
出
す
ご
と
が
で
え
允
か
ら
で
あ
之
c

こ
の
ん
め
、
け
木
の
銀
行
の
d
h
外
市
坊

で
の
プ

L
E
ン
ス
は
♂
速
に
ふ
何
ま
r
j

引
っ
さ
ら
に
、

ユ
i
口
市
場
で
の
古
川
町
証
券
引
受
業
務
に
参
加
す
る
な
と
、

誕
主
ピ
ジ
、
不
λ
に
も

積
柿
的
に
点
。
人

ν
た

v

こ
の
よ
う
に
パ
プ
ル
経
JA
の
時
刻
に
は
、

リ
ギ
同
川
川
の
株
式
怖
が
分
市
限
切
が
会
述
に
へ
ん
民
、
L

ぷ
J
も
株
式
保

4
に
桁
祢
叫
に
な
っ

三
い

2JL一

銀
行
も
海
外
市
場
に
位
極
的
に
以
閃
し
、

↓正式
μ

ピ
ジ
~λ

ス
に
も
乗
り
出
し
て
い
た
め
と
あ
る

r

ま
f 

I1上保守、問l止i後三 1I古

不
良
債
権
問
題

ハ
/
ル
枠
泌
が
拡
大
し
流
け
て
い
九
J

な
ら
ば

円
上
ト
の
銀
行
小
心
の
4
4
融
シ
ス
ア
ム
は

「
市
場
八

l
ス

の
金
融
シ
ス
フ
ム
ド
恥
按

し
、
じ
本
の
銀
ノ
ド
は
間
際
業
務
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
し
い
た
か
も
し
れ
な
い

U

し
か
し
な
が
り
、

台
ノ
九
心
年
代
初
め
に
パ
ブ
ル
は
崩

パ
ワ
ル
吋
弘
治
の
封
切
に
初
め
て
株
式
投
資
を
行
J

た
!
哨
へ
投
資
氷
は
、
ん
き
な
指
央
官
役
っ
た
。

さ
ら
二
人
rJ
司
い
に
廿
余
計
が
、

壊
ι
9
る

品
川
主
な
ど
六
円
同
組
究
に
対

L
一
、
の
み
株
式

JAリ
じ
パ
l

じ
れ
l

一
躍
主
人
を
杭
声
り
し
て
L
た
こ
と
が

λ
4
4
Z
L
だ
し
こ
の
こ
と
い
怒
っ
た
古
川
地
の Vフ

|不

内
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人
々
は
、
株
式
投
資
を
や
め
、
し
ま
っ
た
ま
た
パ
ィ
ノ
ル
山
目
的
r

役、

U
ノ
ト
の
銀
行
は
国
際
業
務
か
ら
取
引
射
し
て
い
っ
た
に
川
内
内
の
不
μ九

債
比
出
机
~
討
に
集

-
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
リ
、
河
際
業
務
を
大
抗
棋
に
良
司
し
続
け
る
ん
ふ
日
常
が
な
く
な
う
た
か
ら
て
あ
る
つ

ハ
y
ル
経
悼
の
財
閥
に
μ

ベ
に
成
長

ν
許
証
券
会
社
は

改
祉
の
ん
言
内
に
よ
り

γ

へ
さ
な
担
失
を
被
っ
と

さ
ら
に
ト
八
「
証
A
Y
p
d

引

は

九
九
一
午
と
九
九

ν

社
内
二
授
に
わ
れ
~
り
、
景
カ
ヨ
・
総
会
長
い
対
し
て
利
益
供
与
を
行
っ
て
い
た
:
レ
一
が
発
覚
一

L
、
サ
公

的
に
践
し
¥
指
弾
さ
れ
た
れ

一
九
九
心
年
代
を
通
じ
と
体
J

快
の
低
、
止
が
い
杭
く
中
、

-
V赤
会
社
に
は
投
資
銀
打
業
仲
間
へ
参
入
し
て
い
ノ
¥
余

裕
は
な
か
っ
た
の
と
あ
る

ーパ
d

ペー、
J

V

 

令
椛
サ
ー
ビ
ス
の
業
能
川
悶

J

粧
が
徐
々

一一

3

~

J

、
)
〈

一(

t

w

f

九
九
一
一
d
r
r
は

迎
行
が
一
J

訓
告
了

九
九
、
¥
』
i
代
に
ほ

会
社
を
設
晋
す
る
こ
と
が
認
め
与
つ
れ

rc
け
れ
ど
も
、
銀
引
の
乱
l

有
J
会
判
が
行
γ

つ
ら
業
務
純
凶
は
制
限
き
れ
7
f
o
り
、
株
式
発
行
の

引
受
業
務
や
朴
位
・
株
い
う
り
流

P

崎
市
場
ぺ
し
の
い
』
コ
]
尚
之
取
引
な
と
は
ι

灯
、
ご
札
な
ー
刀
っ

ん
九
七
治
に
は
橋
本
AAF
ナ
、
郎
v
刊
が
、
主
融
市
坊
を
尚
氏
的
に
UR
由
化
j
p
Q
一
川
本
収
金
制
ピ
ァ
グ
バ
~
ノ
ヂ
一
提
同
川
?
♂
、
銀
ノ
ヴ
ポ

し

の
芸
能
b

規
制
も
人
う
く
緩
和
さ
れ
た

鋲
行
の

の
刊
号
誇
範
問
は
十
八
き
く
拡
人
さ
れ
、
銀
わ
が
投
y
計
信
託
を
以
売

す
る
こ
ん
f

ゃ
、
銀
行

-
r
L予
ム
豆
了
信
託
銀
行
会
↓
よ
'
一
位
こ
寸
る
金
融
非
株
会
社
の
立
す
も
訟
め
ア
れ
る
こ
一
仁
な

J

ー

)

h

d

}

入
品

?
r
f
J
、

銀
ノ
れ
は
投
資
銀
行
業
津
山
や
寸
際
世
下
目
立
な
こ
い
つ
h
J

新
L
い
ピ
ジ
ゑ
ス
付
野
へ
の
業
務
拡
I
ヘ
を
十
分
に
は
行
わ
な
か
っ

" 

ア
ヶ
の
原
料
は
、
ポ
ト
い
片
品
川
ほ
同
組
で
あ
る
。

R
4
のん
i

州
問
機
巧
は
沢
長
債
権
処
坦
に
h
U
わ
れ
て
、
析
し
い
ピ
ジ
オ
ス
一
い
宋
h
山
す
余

裕
が
な
か
っ
人
J

の
ご
あ
る

一
ー
九
子
、
」
庁
代
初
め
ト
先
生
し
た
ん
良
債
権
河
包
は
、

二
O
C
川
干
に
な
っ
て
ょ
っ
や
〈
前
決
さ
れ
れ
J

O

こ
の
刷
、
欧
米
C
は
h

↓
駄
の
技
術
革
新
品
J

急
速
に
長
?
点
、

F
本
の
人
ヰ
ほ
徒
同
は
名
川
い
か
段
方
に
取
れ
残
さ
れ
て
し
ま
〉
た
の
で
あ
る

U

こ
の
よ
、
つ
に
口

A

て
，
¥
る
と

金
融
制
制
1
L

い
う
よ
り
は

バ
プ
ル
粍
ほ
の
f

朋
坂
と
そ
れ
に
時
、
つ
文
期
間

L
J
L
 
布
川
吋
ベ
ー
ス
の
浪
行
業

り
発
一
授
を
山
吉
し
、
へ
L
融
ン
ス
一
ア
ム
が

に
転
換
す
る
の
を
附
ん
だ
}
品
川
で
あ
る
よ

υ 
'初

/、

ス

情4 ノi\ìL~主主! F.;-l r:i・131♂](l/:n〆201:L111 



う
に
忠
わ
れ
る
こ

療
因
は
金
融
規
制
か
金
融
危
機
か

、
ノ
グ
パ
シ
以
後
も
、
銀
行
業
と
苛
糸
主
力
分
離
脱
刊
は
依
決
、
と
し
一
仁
川
河
っ
て
い
た
。
羽
山
わ
本
体
は
札
い
叫
ん
じ
一
し
て
伝
統
的
な
銀

行
業
を
行
う
も
の
と
さ
れ

の
証
券
化
l
l

い
コ
た
資
γ

は
の
流

J

常
化
や
M
dぷ
A
の
川
ヘ
ハ
ピ
/
ネ
ス
の
よ
、
つ
な
投
資
叙

小
r
比
声

行
三
、
ン

F

い
ス
は
引
出
叫
ん
川
叫
ん
一
引
円
六
り
つ
も
り
と
さ
れ
た

で
，~ 

ヲM
" 

バ
プ
ル
の
出
展
と
小
祥
市
上
で
何
「
官
役
っ
た
円
本
山
一
正
券
会
目
は

仙
川
な
祉
人
労
μ

ジ

Ffん
で
あ
ゐ
株
式
倍
以
?
の
川
叶
介
業
務
の
み
を
ペ
甘
い
、
投
資
制
弘
行
ピ
ジ
ト
ス
に
来
り
出
、
す
の
が
注
れ
、

ア
メ
リ
カ
口
、

ヨ
1
門
ツ
ハ
の
金
融
伐
院
の
後
惇

T
押
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、

1
1

し
3

一〉、

I
1
l
ι
d
 

υレ
併
の
銀
行
は
パ
フ
ル
経
併
の
叶
郡
山
に
巨
際
業
務
を
拡
よ
さ
せ
、
銀
行
業
l
y

証
小
い
な
米
の
心
い

J

域
!
と
い
、
つ
国
内
刻
制
を
阿
波

YJ
て
、
海
外
市
場
で
投
資
銀
行
礼
士
一
が
に
取
り
州
叫
ん
一
ヤ
い
た
〈

こ
の
こ
と
か
勺
、

本
の
州
航
行
は
剥
制
よ
り
も
パ
f

凡
山
片
山
峡
の
イ
ン
ハ
ク

ト
に
i
o

ヮ
て
、
ぞ
の
日
間
や
一
制
約
ベ
一
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
〈

4
/

と
え
M
川
内
規
制
が
あ
っ
た
し
/
、
L

て
も
、
公
融
棋
院
は
悶
陀
業
務
を
拡
張

}

J

、
海
外
山
場
C
洲
市
〆
い
ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
刊
に
県
り
山
川
す
こ
こ
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る

も
1

】
パ
プ
ル
が
叶
J4表
せ
ず
二

'
i
j
:ー

!

j

一

l
i

イ
斗
本
の
銀
行
が

告
ら
に
ヨ
際
立
、
必
チ
拡
大
し
て
い
た
右
ら
ぱ
、

円
品
の
銀
行
は
海
外
の
資
ぶ
山
坊
で
山
門
会
人
ゼ
集
め
、
よ
り
「
山
一
場
ベ
ー
ス
一
に
な
一

J

て

I1上保守、問l止i後三 1I古

い
た
た
?
っ

J

し
か
し
な
が
ら
現
実
に
は

T

ハ
兵
債
弘
込
M
m
u

に
ム
ワ
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
丈
た

パ
ブ
ル
が
崩
壊

ν
て
〕
ま
い

め、

ui併
の
銀
行
は
国
際
主
昔
日
か
ら
雲
速
に
校
込
し
た
ο

二
灯
ニ
レ
一
カ
ら
し
て
、

日
本
で
「
市
中
山
町
べ

l
ス
の
銀
行
末
が
発
以
し
な

規
引
が
以
囚
と
い
、
つ

E
り
は

金
一
臥
危
機
と
そ
引
へ
の
銀
ノ
イ
の
対
L
が
川
県
国
だ
と
考
え
ら
れ
る

U

A

J

二
}
ふ
。

ヵ
J
f
o
l

こ
の
併
釈
は
、
不
良
債
判
明
駒
市
が
判
明
反
さ
れ
る
と
、

日
木
の
銀
行
子
上
り
一
ー
円
坊
へ

I
ス
」
に
な
る
が
f

備
を
始
め
た
こ
と
か
り
も
操

けはに
h

れ
る
し

、L
〈
ノ
ヘ
し
苧
代
り
山

l
に、

八

JJ?な
会
融
機
関
は
メ
カ
パ
〆
ク
を
巾
叫
し
仁

l
た
金
融
グ
ル
ー
プ
~
一
科
祝
さ
れ
た
c

都
市
銀
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1

2

1

、
-
一
》
、

ノイー
η
l
t心
た
ふ
J

払
株
会
社
が
都
市
銀
/
れ

E

信
託
銀
行
‘
氏
本
会
峠
一
の
株
式
を
所
有
す
る
ユ
い

ら
れ
て
い
る
c

そ
仁
一
仁
会

州
問
グ
ル
?
ア
内
の
訂
券
子
会
主
は
、
宍
々
と
投
資
銀
ノ
引
業
務
を
始
め
た

ど
は
い
二
八
、
苅
州
叫
の
あ
り
方
も
千
相
川
十
九
に
変
化
し
て
い
る

υ

件
以
ノ
作
業
/
一
証
券
草
川
リ
分
離
川
札
制
は
、
人
公
的
ピ
ソ
グ
パ
ン
刀
掛
い
に
も
、
徐
々

!手

，苧
，~ 

て
い
る
こ
の
こ
y

に
渇
辿
し
て
指
抗
し
て
お
く
べ
、
さ
な
の
は
、

九
」
一
川
白
の
ス
ク
ノ
t

ル

と
で
あ
る
巳

ご

L
ま
っ
た
責
任
を
追
及
さ
れ
、
〈
f

飢
市
門
を
分
断
さ
れ
亡

一
九
九

C
年
べ
後
半
に
γ

八
時
省
は

L
ま
っ
た
。

金
川
品
出
同
州
刈
の
唄
ノ
引
・
主
管
H
A

よ
び
ば
円
山
の
企
同
ー
リ
一
本
を
似
当
す
る
ム
一
蹴
庁
が
設
晋
v
A

」れ、

'rj一切れ

ひ
じ
っ
年
七
月
に
、

政
の
ス
タ
ノ
ル
も

八
成
山
首
の
で
，
山
下
功
挫
の
政
量
仏
政
か
ら

事
後
チ
f

ソ
ク
型
の
ル

1
ル
行
政
¥
と
転
而
伏
先
れ
た
ο

金
融
け
は
山

引唱の

Ahi土
件
、
f

じ
律
性
ヰ
手
九
州
し
、
金
融
機
関
と
は
道
切
な
炉
一
研
を
?
と
ス
ロ
ょ
う
い
な
っ
た
く
わ
え
て
、
彼
税
金
融
機
関
を
川
込
山
内
す
ふ

枠
組
付
も
完
以
ー
し
た

3

〕

1
1
J
γ
之
M
J
っ
、

7

7

7

6

 

バ
ブ
ル
山
山
崎
抗
仁
よ
川
婦
た
を
被
っ
た
個
人
校
資
家
は
、

株
式
投
貨
を
な

人
々
の
意
成
は
な
か
な
か
交
化
ー
な
い

か
な
が
地
わ
そ
う
と
は

ν
な
い
へ
で
行
る
家
J
の
貯
主
内
ニ
J

段
は
依
品
川
一
と

ν

一
、
F

、

4
1

、J
d

b

リ
ギ
の
全
融
ン
ス
フ
ム
の
特
設
が
ん

会
く
ず

J

わ
っ

f

一
は
一
百
え
な
い

こ
こ
守
も
金
融
危
険
日
影
粋
子
J
古
川
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
)

第
河
ι
卓

:;;6ド
ロ哨

"-'-九一

平 i

本
一
仙
の
ぷ
弘
前
を
ま
と
め
ょ
っ
、

じ
ヰ
に
お
ヤ
い
て
は
「
市
場
ペ
ー
ス
の
銀
行
設
一
が
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
他
の
先
五

閉
山
の
金
政
七
ア
タ
ー
に
比
べ
し

l
本
の
ん
す
航
U
Lア
タ
は
、
世
芹
八
4
4広
危
伐
に
よ
っ
て
、
あ
ま
れ
組
尖
を
被
ら
な
か
っ
と
巳
そ
れ
一
じ
は
、

な
ぜ

U
本
に
お
い
て
は
一
市
場
べ

l
ス

がハ比一
R
M
L
L
な
か
っ
た
の
ぐ
~
あ
ろ
う
カ
。

見
ず
る
J
、
金
融
制
川
社
が
そ
の
忍
同
で
あ
る
よ
う
い
思
え
る
乙
銀
行
中
山

J

で
間
持
者
議
中
山
と
い
う
円
本
の
か
γ
融
ン
ス
テ
ム
山
中
町

才、
J 
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戦
心
悼
の
金
融
規
制
に
:

骨
凶
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
べ
C

ら
に
長
期
尚
に
わ
た
勺
て

銀
行
業
こ
一

H

トム
ν
業
の
分
権

が
維
持
さ
れ
て
き
た

〕
か
〕
、
ト
ふ
り
霊
安
な
原
悶
L

)

て、

パ
プ
バ
続
出
何
萌
域
?
〆
一
、
ぞ
れ
河
川
~
弘
、

つ
り
つ
年
代
ι
削
1
1
ー
ま
で
継
続
〕
た
金
限
危
燃
が
挙

げ
ら
れ
ふ
。
主
限
危
時
刊
の
影
響
と
し
て
は
、

ア
メ
〆
カ
干
ヨ

i
ロ
ノ
パ
の
金
陣
地
内
閣
が
タ
…
例
以
符
苧
訴
を
二
法
仁
汲
め
て
川
九
一
時
期
に
、

戸
い
本
の
ム
ム
拡
筏
刈
は
下
山
z「
μ
肯
ほ
込
山
岬
に
4
J
心
せ
主
フ
ザ
本
小
品
川
ず
、
新
し
い
己
、
ン
ネ
人
分
野
じ
学
yf八一
4
7

る
ハ
小
柄
が
な
か
〉
た
こ
と
や
、
不
ぷ

官
位
性
処
同
町
の
退
存
亡
日
本
の
金
融
機
材
対
の
汀
ノ
ス
ァ
管
理
の
長
が
可
し
、
不
河
昨
腕
な
什
ス
ク

の
}
凶
じ
唱
の
取
り
ぬ
い
や
リ
λ

ク
・
り

タ

l
〆
が
不
透
件
d
L

公
一
副
券
化
商
品
手
心
投
資
に
よ
具
重
一
な
っ
た
こ
と

日
本
の
へ
融
機
関
が

L
K
η

れ
ふ
「

さ
ら
に
た
融
危
機
弘
、

伝
統
的
な
銀
行
業
」
、

払
続
的
な
証
券
業
」
に
l

一
ど
ま
り
、

市
場
ベ
ー
ス
の
来
行
主
」
が
円
ん
川
一
し
な
か
、
た
こ
と
の
戸
河
川
に
も

?，

i

，一

f

c

r

r

一
L
f

ハ
ノ
凡
経
ι旧
約
時
期
に
円
本
の
訟
行
は

同
内
市
坊
で
は
訟
行
業
と
γ
古
学
去
の
分
離
引
札
制
に

E
h川
!
ま
に
地
川
の

i
丹
に
土
、
円
、
'
小

動
停
附
同
連
泊
貸
手
y

士
一
ー
心
と
三
二
伝
統
的
な
銀
行
業
に
し
」
ド
ま
っ
て
い
た
ー
了
か
7
1

川
市
制
が
及
ば
な
v

海
外
市
立

d

で
辻
、
銀
行
は

投
託
銀
行
昔
前
怯
怖
に
来
り
山
?
コ
、
い
た
こ

株
式
・
債
券
同
坊
が
急
速
に
目
先
日
叫

L
、
家
計
一
も
株
式
保
右
f
-
一位泌

ミ
ー
:
ィ
1
4
?
J
J

、7
J

、

t
c
f
l
ド
υ
i
I
v
F
!
こ
k
t

的
に
な
る
な
ど
、
鍛
え
U
出
心
、
川
司
桂
内
九
一
二
肌
ふ
い
の

ン
ス
テ
ム
が
転
校
す
る
j
h
し
が
ロ
屯
え
ご
い
だ
っ

I1上保守、問l止i後三 1I古

〕
か
〕
な
が
ら
パ
デ
ル
統
済
が
崩
攻

ν

ま
た
は
昨
日
茶
繋
h
r
一

技
研
が
J
5
沼
υ

た
た
め

株
式
市
場
・
債
券
市
場
は
縮
小
ド
松
之
」

拡
充
し
て
い
人
J

副
券
え
訂
も
、
仇
一
献
の
暴
終
や
ア
ハ
一
祥
事
」
よ
り
結
託
状
態
が
悪
化
し
、
投
資
銀
行
業
痔
へ
本
二
ヘ
し
て
い
ノ
¥
ヘ
オ
絡
を
夫
つ

た
n
l
h
1
1

投
資
を
始
め
た
日
一
人
校
三
、
RJ
た
ち
も
、

持
A

山市
υ吻
か
ら
送
出

L
て
い
っ
た
n

三一一コこ、

:b】
九
、

地
的
の
H
4
千
九
ハ
ト
よ
り
大
孟
の
不
民
信
作
が
八
九
件
で
し
た
た
め
、

銀
行
は
不
良
債
権
処
刑
川
に
山
3

心
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
え
な
り
、

民
際
業
務
か
ら
撤
退
し
て
い
七

C

不
良
情
権
問
題
は
戸
丘
駅
北
L
h
J一
た
め

円
本
収
八
f

棋
ピ
，
ゲ
パ
〆
に

E
一一つ仏軍司哨
tH由
化
が
口
速
に
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送
人
だ
に
も
か
か
わ
、
I
っ
す
、

法
一
打
は
長
期
山
川
に
わ
と
h
ノ
、
投
資
鋭
行
業
務
?
川
際
4
t
f
h
務
と
い

3
F
新
l
v
い
ピ
ふ
れ
ス
分
野
へ

大
L
r
る
こ
=
が
で
き
な
か
コ
た
の
で
あ
る

ど
は
い
、
ぇ
、
「
市
場
ペ
ー
ス
の
銀
行
業

の
合
同
氏
が
U
N
ゆ
れ
え
こ
と
は
、

ー
本
の

じ
木
仁
乙
勺
ど
い
耳
速
で
あ
っ
た
「
こ
の
お
か
け
で
、

銀
行
セ
ク
タ
ー
が
日
↑
界
金
融
危
機
か
ら
ι

け
た
山
川
宍
は
、

喰
だ
り
引
な
ち
の
い
予
と
と
ま
っ
た
か
ら
一
じ
あ
る

門
付
J
U
}
本
研
究
は
、
司
l
成
汗
f
l
l
二
八
守
度
f
F
入
部
付
学
構
利
品
J

げ
究
品
川
封
筒
民
合

研
究
北
題

基
盤
研
究
(
じ

政
悲
の
政
治
経
治
"
J
十
欧
米
諸
同
い
と
の
比
山
恨
の
説
占
か
ら
」

課
作
一
帯
一

J

一
人
ハ
〉
一
立
九

h

よ
る
研
究
成
黒
山

部
で
あ
る
な
お
木
市
河
に
あ
れ
に
け
、
口
当
年
Z
C
4
日
法
(
ピ
E
4
Z
E
T
A

岡山戸門戸}同山口比mw(〔ィロHJ421内丸一可C山

主
ヨ
ヶ
ミ
ぬ
丁
)
阿
代
か
ら
貴
重
な
助
一
口
を
賜
J
れ
J
こ
こ
に
記
し
て
感
副
し
ト
一
い

(
l
~
こ
の
制
へ
ふ
に
つ
い

L
、
許
し
く
は
以
ヘ
手
話
回
…
っ
「
一
回
出
m
h
e
F
7
2
巳
広
c
a
f
己
y
T
7
5
7
F
M
U
P
F
一
E
i
h
r
5
〈
江
戸
7
5
Q
C
H
U
)

-
H
f
コ
ユ
ご
F
2
2
戸
内
】
名
、
同
ハ
一
y
と
}
J
L
コ

c-一
甲
k
p
V
E
E
r
J
ニ
切
c
口
広
岡
山
ん
何
千
戸
凶
】
】
町
一
口
ニ
r
H
L
弓
戸
《
}
)
2
2
《
一
円
V
さ
と
す
4
U
(々

rruv?とゲヘ叫んhphJJZh~lrhおト号、れ

丸
三
ご
と
同
之
さ
さ
旬
、
句
、
E
b
ヘ
討
さ
さ
三
一
旬
、
ペ
コ
ミ
ヘ
A
Z
F
主
ご
立
。
包
珂
】
凶
ぐ
っ
Z
戸
内
、
T
o
q
手
当
]
い
】
H
E
M
M
v
r
h
っ
ち
戸
ロ
ペ
{
ワ
ヨ
王
問
。
ョ
J
H
F
(
い
さ
】
W

)

一
円
J
2
】
三
五
↓
r
L
2
訊
ヱ
ロ
2
1
2
一
間
企
つ
}
2
5
h
2
2
ニ
花
匂
己
沿
っ
η

コ
]
「
H
Z
Z
J
】
『
円
以
【
円
一
完
d
M
L
H
F
一
三
~
2
L
J
{
ペ
ペ
ア
)
《
ネ
v

ミ
、
七
で
V
沿
い
い

(
り
-
一
」
の
l
肌
川
未
が
、
ェ
P
E
8
2
河
内
工
C
J
4
2
コ
一
二
三
乙
(
に
C
Z
了
、
町
内
立
で
あ

u
、
暴
お
も
第
一
日
-
T，L
札
制
羊
し

f

L
る

μ

冗

dqrコJcztz

目
立
民
民
主
主
f
U
J
F
J
J
L
μ
停
止
問
主
豆
-
F
E
一
に
克
己
ド
ロ
一
℃
U
M
ド
可
円
C
E
F
W
C
ン
=
…
に
わ
戸
H
L
弓
「
こ
肘
戸
さ
で
行
y
H
v
r
z
p
u
E
Z
ヘ
ロ
ハ
-
5
2
H
ハ
二
日
c
s
~
己
F

r
r
)
毛
ミ
-
v
τ
ピ
∞
に
主
F
)
円
市
j
~
λ
と
本
恥
乞
一
弘
、
川
一
一
豆
視
が
あ
る
ニ
と
を
お
断
、
円
〆
に
お
く
J
T
f
和
む
凶
い
七
三
タ
の
品
主

に
つ
い
ご
は
、
日
制
川
ん
聞
の
都
合
i
p
t
富
山
崎
レ
F
L
h
U
I
け
、
詐
/
く
は
、
こ
の
論
文
ム
ケ
一
、
子
附
さ
れ
た
い
一

(
う

ο~

』

C
T
】
刊
ぐ
に
さ
p
z
こ
む
∞
と
c
b
尚
一
民
団
ミ
号
昔
、
ミ
y
v
J
p
h
u
合
、
F
ミ
ミ
九
九
(
む
と
右
手
~
耳
、
主
主
主
~
U
J
Z
h
A
S
匂
え
と
へ
h
h
b
A
可
ミ
去
、
河
内
弘
、
v
¥
~
と
九
三
ご
〈
刊
に
ペ
i
m
n
h
w
p
h
A

(T-wm凶Ffphcmwnuロ円寸ロロ九日岡田岡(てHdH川内印日)

内
問
的
川
〈
ハ
人
)
八
〉
-
此
引
い

q
皮

4 

平
次
経
済
別
此
w
w
今
一
む
一
泊
材
政
J
U
H
沢
也
当
小
八
日
行
止
司
)

1

ノ
ス
ク
に
J
V
十
ら
川
か
、
っ

H
だ
が
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いμ白凶
F
」
、
州
m吟川
日
に
つ
汚
ん
5
3
阿
同
判
一
氷
…
計
計
ポ
v
1
7
才
リ
ツ
巧
Jrのい各同比川校牧」、=E」vw苔¥¥、¥芸?や

『
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~
出
河
』
心
~
名
古
ミ
司
、
叫
号
、
こ
L
h
己
主
，
U
A
N
L
「
、
三
A
F
A
J
五
三
ミ
た
い
同
へ
と
話

、
同
ど
へ
と
た
た
に
わ
、
同
¥
M
K
2べ
~
N
N
守
口
に
ヱ
ヘ
ヘ
同
寸
h
k
J
〔
〉
コ
コ
プ
命
t
M
{
)
(
)
匂
ル
ヘ
ヨ
シ
~
d
〉
】
E
h
C
Hぬ
¥
巾

KMAν円
F

己
、
勺
ニ
ゲ
泊
¥
門
戸
¥
拘
ケ
円
¥
〕
(
4
4
)
公
¥
こ
り
¥
】
L
D
Y
7
2
ロ
)

つ
り
~
内
閣
時
土
け
一
の
八
J
、
苛
掲
4

一
「
、
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